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主 な 内 容

総
合
計
画
の
構
成

　

総
合
計
画
は
基
本
構
想
、
基
本
計

画
、
実
施
計
画
の
3
つ
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
期

間
は
下
表
（
第
4
次
総
合
計
画
体
系

図
）
の
と
お
り
で
す
。

後
期
基
本
計
画
策
定
方

針　
　

市
は
首
都
近
郊
に
位
置
し
、
里
山

な
ど
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
、
市
街
地

と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
活
環
境
の

中
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
着
実

に
発
展
し
、
6
万
の
人
口
を
有
す
る

生
活
都
市
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
を
と
り
ま
く
近
年
の

社
会
情
勢
は
少
子
高
齢
化
や
地
方
分

権
の
進
展
な
ど
、
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
満
足
度

を
高
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
効
率
的

な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
、

市
で
は
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
当

た
り
基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
策
定

方
針
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
策
定

方
針
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
計
画
の
名
称

　

白
井
市
第
4
次
総
合
計
画
・
後
期

基
本
計
画

◆
策
定
に
当
た
っ
て
の
視
点

●
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
市
民

の
意
見
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
市

民
参
加
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
た
計
画
と
し
ま
す

●
少
子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、
国

際
化
、
分
権
型
社
会
の
進
展
な
ど
、

時
代
の
潮
流
や
社
会
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
計
画
と
し
ま
す

●
行
財
政
の
健
全
性
を
確
保
し
な
が

ら
新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
施
策
の
重
点
化
を
図
っ
た
計
画

と
し
ま
す

●
市
の
そ
の
ほ
か
の
計
画
と
整
合
性

が
と
れ
る
総
合
計
画
と
し
ま
す

●
ま
ち
づ
く
り
の
達
成
目
標
と
し
て

の
施
策
目
標
を
設
定
す
る
な
ど
、
わ

か
り
や
す
い
計
画
と
し
ま
す

◆
策
定
の
方
法

●
広
く
市
民
の
意
見
が
反
映
で
き
る

よ
う
、
策
定
過
程
で
の
市
民
参
加
を

推
進
し
ま
す

●
策
定
会
議
な
ど
を
設
置
し
、
職
員

全
体
で
取
り
組
み
ま
す

※
基
本
計
画
の
概
要
や
策
定
の
経
過

は
広
報
し
ろ
い
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
回
策
定
す
る
基
本
計
画
・
実
施

計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
お
お

む
ね
右
表
の
と
お
り
で
す
。

※
策
定
作
業
、
審
議
な
ど
の
状
況
に

よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
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白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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新
た
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
着
手

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
着
手

ま
ち
づ
く
り
の
設
計
書

ま
ち
づ
く
り
の
設
計
書

　

市
で
は
第
4
次
総
合
計
画
（
平
成
18
年
度
〜
27
年
度
）
を
策
定
し
「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま
ち
し
ろ
い
」
を
将
来

像
に
掲
げ
、
市
民
が
強
く
望
む
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
が
平
成

22
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
か
ら
5
カ
年
の
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　市では平成22年4月1日付けで採用する職員の採用試験
（第1次試験）を平成21年度印旛郡市職員採用共同試験に
より実施します。

試験日時　7月5日㈰　午前10時～（受け付け　午前8時30分～）
試験場所　東京学館高等学校（酒々井町）
採用予定職種・人数　一般行政上級職　5人、技術職（土木上級）　
若干名、技術職（建築上級）　4人、心理発達相談員　1人
対象　一般行政上級職・技術職（土木上級）　昭和49年4月2日から
昭和63年4月1日までに生まれた人（学歴不問）、昭和63年4月2日以
降に生まれた人で学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒
業した人
技術職（建築上級）　 昭和49年4月2日以降に生まれた人で1級建築士
の資格を有する人または平成21年度に実施される国家試験で同資格
を取得見込みの人
心理発達相談員　昭和49年4月2日以降に生まれた人で障害児の発達
と臨床心理を担当できる専門家で、大学院修士課程を修了または修
了見込み、もしくは同程度の学力、臨床経験のある人
※試験案内・申込書は市総務課・市ホームページにあります。
申・問　5月25日㈪から6月5日㈮（消印有効）までに申込書に必要事
項を記入の上、郵送か直接市総務課人事班　内線3314 ・5へ
※心理発達相談員の試験を受験する人は申込書に心理・保育・福祉・
教育・リハビリテーションなどの領域における専攻内容や職務内容
を証明する書類（任意様式）を添付してください。

一緒に一緒に創ろう創ろう安心で安心で健康な健康なままちち
～～市市職員職員採用試験採用試験～～

　市体育指導委員協議会では市民のスポーツ普及・振興に努めており、そ
の一環としてスポーツ・レクリエーション祭を開催します。今年はソフト
バレーボール、グラウンドゴルフのほかに「体力・運動能力測定会」を行
います。体力に自信のある人、運動不足の人、健康が気になる人など自分
の体力年齢を知る機会ですので、奮って参加してください。
　グラウンドゴルフは年３回開催される大会の第１回大会となります。
日時　6月6日㈯　午前9時～（受け付け　午前8時30分～）
※雨天の場合は7日㈰に延期。
場所　桜台小学校・桜台中学校（体育館・校庭）
※受け付けは桜台小学校体育館で行います。
種目・対象　下表のとおり
持ち物　運動できる服装、上履き、タオル、飲み物、昼食
申・問　事前申し込みが必要な種目は6月1日㈪までに申込書（生涯学習課、
各センターにあります）に必要事項を記入の上、郵送または直接生涯学習
課スポーツ振興班　内線3434へ

スポーツ・レクリエーション祭、体力・運動能力測定会
種目 対象

体力・運動能力測定（血圧測定、体脂肪測
定、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳、
立幅跳、急歩、片足開眼、6分間歩行、10㍍
障害物歩行）

20 ～ 79歳（自由参加）
※午前8時30分から9時までに受
け付けをしてください。

ソフトバレーボール 男女混合か女子のチームで１
チーム４人（事前申し込み）

グラウンドゴルフ 一般（事前申し込み）
※当日の申し込みも可能です。

※ソフトバレーボール、グラウンドゴルフは体力・運動能力測定終了後に順次開
始します。

スポ－ツ・レクリエ－ション祭
体力・運動能力測定会

第4次総合計画体系図
年度 平成18年度～ 平成21年度～ 平成23年度～ 平成26年度～

　基本構想は市の将来像とこれを実現するための基本的な施策と基本
構想実現の方法を明らかにするものです。

10カ年計画
　基本計画は基本構想で明らかにされた基本施策を体系的に定めたも
ので、市政の基本的な計画です。

前期基本計画 後期基本計画
5カ年計画 5カ年計画

　基本計画で定めた基本施策を効果的に実施するための具体的な事業
を明らかにしたもので、財源の裏付けのある市政の具体的な計画です。
3カ年計画 2カ年計画 3カ年計画 2カ年計画

※　　　　が今回策定する計画です。

基
本
構
想

実
施
計
画

基
本
計
画

子どもたちの子どもたちのためにもためにも安心で安心で安全な安全なまちづくりまちづくりをを進めます進めます



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　皆さんと市長が対話する場として市民との直接対話を
開催します。
　対話内容は自由で、気軽に何でも話していただいて結
構ですが、個人への中傷などはご遠慮ください。
　今月の開催日は次のとおりです。
日時　27日㈬　午後2時～（1組当たり30分程度）
※市長の公務により変更する場合があります。
場所　市役所１階ロビー
対象　市内在住・在勤・在学者　６組（申し込み順）
※１組は１人から３人程度とし、多人数での対話は「ミ
ニ懇談会」を活用ください。
■申・■問　18日㈪から電話で秘書課広報広聴班　内線
3371へ

結
果
概
要

　
（
仮
称
）第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
基
本
設
計
（
素
案
）
に
つ

い
て
、
10
人
か
ら
16
件
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
意
見
を
「
修

正
」
「
既
記
載
」
「
参
考
」
「
そ
の

他
」
に
分
け
て
分
類
し
、
内
訳
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

主
な
意
見
と
回
答

◆
施
設
の
設
置

意
見　

市
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、

施
設
は
建
設
せ
ず
、
現
施
設
を
改
修

す
る
こ
と
と
し
、
ほ
か
の
施
設
を
充

実
さ
せ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か

回
答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

旧
中
央
公
民
館
本
館
が
老
朽
化
し
平

成
14
年
の
取
り
壊
し
に
伴
い
、
建
て

替
え
を
前
提
と
し
た
検
討
を
地
域
住

民
と
重
ね
、
建
設
計
画
を
進
め
て
き

た
も
の
で
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
性
化
す

る
た
め
の
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
ほ

か
の
地
域
と
の
均
衡
か
ら
も
必
要
な

施
設
と
考
え
て
い
ま
す
【
そ
の
他
】

◆
施
設
利
用
者
の
動
線

意
見　

渋
滞
の
発
生
、
歩
行
者
の
安

全
確
保
の
観
点
か
ら
、
県
道
と
市
道

の
T
字
路
に
信
号
機
を
設
置
し
、
車

両
で
の
来
館
者
は
市
道
側
を
出
入
口

と
す
べ
き
で
あ
る

回
答　

施
設
へ
の
出
入
口
は
県
道
側

と
市
道
側
の
2
個
所
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
T
字
路
へ
の
信
号
機
の
設
置

は
近
く
に
信
号
機
が
あ
り
、
交
通
渋

滞
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
歩
行
者
や

施
設
利
用
者
の
安
全
性
は
検
討
し
ま

す
【
参
考
】

◆
施
設
の
配
置

意
見　

事
務
室
は
県
道
側
の
出
入
口

ま
で
見
渡
せ
る
位
置
と
は
言
い
切
れ

な
い
の
で
、
床
面
積
を
含
め
て
再
考

す
べ
き
で
あ
る

回
答　

事
務
室
は
既
存
施
設
（
児
童

館
）
と
の
管
理
の
関
係
か
ら
、
両
施

設
の
中
央
に
位
置
す
る
よ
う
配
置
し

て
い
ま
す
。
県
道
側
の
出
入
口
も
見

渡
せ
る
位
置
で
す
【
既
記
載
】

意
見　

調
理
室
は
食
へ
の
市
民
の
意

識
を
高
め
る
た
め
の
役
割
を
担
う
場

所
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

地
元
の
食
物
の
紹
介
や
食
育
な
ど
を

兼
ね
た
食
を
提
供
さ
せ
る
場
に
す
る

こ
と
を
計
画
に
加
え
る
べ
き
で
あ
る

回
答　

調
理
室
は
地
元
の
食
材
を
利

用
し
た
ふ
る
さ
と
料
理
や
白
井
の
食

文
化
を
継
承
す
る
場
と
し
て
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

【
既
記
載
】

意
見　

和
室
は
自
然
光
の
取
れ
る
場

所
に
す
べ
き
で
あ
る

回
答　

和
室
は
2
階
の
西
側
に
配
置

し
、
自
然
光
を
取
り
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
会
議
や
趣
味
、

サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す
【
既
記
載
】

意
見　

多
目
的
ホ
ー
ル
は
採
光
を
考

慮
す
る
必
要
性
は
薄
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
自
然
採
光
、
換
気
を
重
視
し

た
方
が
よ
い
場
所
と
交
換
す
べ
き
で

あ
る

回
答　

多
目
的
ホ
ー
ル
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
住
宅
地
に
対
す
る
騒
音
な
ど

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

現
位
置
に
決
定
し
ま
し
た
【
そ
の
他
】

意
見　

新
館
を
県
道
側
へ
配
置
す
る

と
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
利
用
価
値
を
高
め
ら
れ
る
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
県
道
側
へ
の
配

置
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る

回
答　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
既

存
施
設
・
土
地
の
有
効
利
用
と
い
う

観
点
か
ら
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の

中
で
、
必
要
な
施
設
を
機
能
的
に
配

置
し
ま
し
た
【
そ
の
他
】

◆
視
聴
覚
室
の
設
置

意
見　

音
楽
の
練
習
を
す
る
の
だ
が

曜
日
や
時
間
に
よ
っ
て
は
ほ
か
の
公

民
館
の
予
約
が
取
れ
な
い
。
文
化
会

館
中
ホ
ー
ル
で
は
楽
器
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
視
聴
覚
室

（
音
楽
ス
タ
ジ
オ
）
を
設
置
す
る
よ

う
に
再
考
す
べ
き
で
あ
る

回
答　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
既

存
施
設
の
有
効
利
用
と
い
う
観
点
か

ら
、
文
化
会
館
内
の
練
習
室
を
活
用

す
る
こ
と
で
視
聴
覚
室
（
音
楽
ス
タ

ジ
オ
）
の
設
置
は
除
外
し
て
い
ま
す
。

文
化
会
館
の
練
習
室
な
ど
を
含
め
た

市
内
の
既
存
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
【
そ
の
他
】

◆
多
目
的
ホ
ー
ル

意
見　

サ
ー
ク
ル
の
発
表
会
な
ど
に

気
軽
に
利
用
で
き
る
小
劇
場
の
よ
う

意見の内訳

分類 内容 件数

修正 素案を修正するもの 0

既記載 既に素案に盛り込んでいるもの 4

参考 素案に反映できないが今後の参考とするもの 4

その他 素案に反映できないが意見として伺ったもの 8

（（
仮
称
）
第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
　

仮
称
）
第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
　

　

基
本
設
計
（
素
案
）
に
い
た
だ
い
た
意
見
と
回
答

　

基
本
設
計
（
素
案
）
に
い
た
だ
い
た
意
見
と
回
答

　

市
で
は
市
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
建
設

を
予
定
し
て
い
る
（
仮
称
）
第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
（
素
案
）

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
意
見
と
市

の
考
え
方
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
も
の
が
文
化
セ
ン
タ
ー
以
外
に
な

い
。
多
目
的
ホ
ー
ル
は
文
化
セ
ン

タ
ー
の
中
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
に

し
た
ら
ど
う
か

回
答　

多
目
的
ホ
ー
ル
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る
場
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
工
夫

し
ま
す
【
参
考
】

◆
武
道
場
の
設
置
に
つ
い
て

意
見　

学
校
の
施
設
は
利
用
制
限
が

あ
り
、
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
武
道
場
を
整
備
し
て
欲
し
い

回
答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
核
と
し

て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い

層
が
利
用
す
る
施
設
と
し
て
整
備
す

る
も
の
で
す
。
武
道
場
は
各
中
学
校

に
設
置
し
て
お
り
、
既
存
施
設
の
有

アスベスト分析調査の結果
施設名 使用箇所 使用材料 結果

市役所本庁舎
玄関ホール天井、議場天井など 吹き付けひる石 検出
機械室の壁天井など

吹き付けロックウール 不検出車庫天井及び鉄骨
白井第三小学校 機械室の壁天井
清水口小学校 プール付属室天井

吹き付けひる石

検出

七次台小学校
校舎階段裏 不検出
プール付属室天井

検出

南山中学校
校舎階段裏
プール付属室天井 吹き付けロックウール

不検出
武道場玄関天井

吹き付けひる石
七次台中学校 武道場玄関天井 検出
文化センター 空調室鉄骨部 吹き付けロックウール

不検出
中木戸公園 公衆トイレ天井 吹き付けひる石

公 共 施 設 で ア ス ベ ス ト 検 出公 共 施 設 で ア ス ベ ス ト 検 出

　市公共施設で使用している吹き付け材のアスベスト含有について今年の3月に分
析調査をした結果、市役所本庁舎・清水口小学校・七次台小学校・南山中学校・七
次台中学校から、基準値0.1㌫（重量比）以上のアスベストが検出されました。

【調査の経緯と結果】
　市公共施設で使用している吹き付け材にアスベストが含まれているかどうかは、
平成17年度に調査をしました。当時国内で使用されていると言われていたクリソ
タイル・アモサイト・クロシドライトの3種のアスベストの調査を行い、このと
きアスベストが検出された施設は、吹き付け材の除去が完了しています。その後、
クリソタイル・アモサイト・クロシドライト以外にアクチノライト･アンソフィラ
イト･トレモライトのアスベストの使用が国内で確認されたことから、国の通知に
基づき計6種のアスベストについて今年の3月に調査を行いました。その結果新た
な3種は検出されませんでしたが、平成17年度の調査で不検出だったクリソタイル
が、5施設の吹き付けひる石（バーミキュライト）から検出されました。
　これは吹き付けひる石に関するアスベスト分析方法（JIS）が平成20年6月に改
定されたことが主な要因と考えられます。
　今年3月の調査結果は下表のとおりです。
【空気中濃度の調査と結果】
　アスベストが検出された5施設の安全性を確認するため、アスベストの空気中濃
度の調査をしたところ、濃度はすべて0.30本/㍑未満で、当該検査機関が計量でき
る値を下回るものでした。この濃度は大気汚染防止法施行規則第16条の2に規定さ
れている石綿製品製造事業場の敷地境界における基準値10.00本/㍑を大きく下回る
値で、体への影響は極めて少ないものと考えられます。
【吹き付けひる石の除去工事】
　市では市民が安心して市公共施設を利用できるよう、アスベストが含有する吹
き付けひる石を除去する工事をすみやかに行います。
■問　市役所本庁舎など　財政課管財契約班　内線3333
学校施設　教育総務課施設班　内線3413

効
利
用
の
観
点
か
ら
、
新
た
に
設
置

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
【
そ
の
他
】

◆
和
室

意
見　

高
齢
者
が
安
心
し
て
集
ま
れ

る
和
室
を
完
備
し
て
欲
し
い

回
答　

会
議
や
趣
味
、
サ
ー
ク
ル
活

動
の
場
と
し
て
高
齢
者
を
含
め
た
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
層
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
和
室
を

設
置
し
て
い
ま
す
【
既
記
載
】

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
と

回
答
（
次
の
内
容
を
ま
と
め
た
16
項

目
に
対
す
る
も
の
）「（
仮
称
）
第
一

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
募
集

結
果
」
は
、
市
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

問　

市
民
参
加
推
進
課
市
民
参
加
推

進
班　

内
線
3
1
5
1
・
2

市 民 と の 直 接 対 話
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

〜

自

転

車

安

全

利

用

月

間

〜

　

自
転
車
は
誰
で
も
手
軽
に
利
用
で
き
る
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
危
険
な
乗
り
方
を
す
る
と
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
5
月
は
自
転
車
安
全
利
用
月

間
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

自転車等保管場所
（旧中央公民館跡地）

中央公民館別館

白井第一小学校

中央公民館

市役所

商工会

国道16号
←至：柏

国道16号
至：千葉→

自転車など保管場所 駐輪場の配置・放置自転車禁止区域

自
転
車
の
通
行
区
分

●
自
転
車
は
車
道
通
行
が
原
則
で
す

　

自
転
車
は
道
路
交
通
法
で
軽
車
両

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
車
道
と

歩
道
が
区
別
さ
れ
て
い
る
場
所
で
は

車
道
を
通
行
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　

例
外
と
し
て
自
転
車
で
歩
道
を
通

行
で
き
る
の
は
次
の
場
合
で
す
。

○
歩
行
者
・
自
転
車
専
用
標
識
が
あ

る
歩
道
の
場
合

○
運
転
者
が
13
歳
未
満
か
70
歳
以
上

の
高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
人
の
場

合○
車
道
や
交
通
の
状
況
か
ら
見
て
や

む
を
得
な
い
場
合

例
1　

道
路
工
事
や
連
続
し
た
駐
車

車
両
な
ど
の
た
め
車
道
の
左
側
端
の

通
行
が
困
難
で
あ
る
と
き

例
2　

自
動
車
の
交
通
量
が
著
し
く

多
く
、
道
路
幅
が
狭
い
な
ど
の
自
動

車
や
バ
イ
ク
と
の
接
触
の
危
険
が
あ

る
と
き

●
車
道
の
左
側
を
通
行

　

自
転
車
は
車
道
の
左
側
端
を
通
行

し
ま
す
。

●
歩
道
は
歩
行
者
優
先
、
自
転
車
は

車
道
寄
り
を
徐
行

　

歩
道
は
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

歩
道
を
自
転
車
で
通
行
す
る
場
合
は

車
道
寄
り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
の
安
全
ル
ー
ル

●
交
差
点
で
の
一
時
停
止

　

一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る
交
差
点

や
見
通
し
の
悪
い
場
所
で
は
一
時
停

止
を
し
、
慣
れ
た
道
で
も
「
車
が
来

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
、
安
全

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
無
灯
火
の
禁
止

　

夕
方
に
な
り
暗
く
な
っ
て
き
た
ら
、

自
動
車
や
歩
行
者
に
対
し
存
在
を
知

ら
せ
る
た
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。
自
転
車
の
側
面
や
前
後
な

ど
に
反
射
材
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
2
人
乗
り
の
禁
止

　

県
で
は
幼
児
用
の
補
助
い
す
を
使

用
す
る
場
合
に
限
り
、
16
歳
以
上
の

人
が
6
歳
未
満
の
人
を
1
人
だ
け
乗

せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
以
外
の
場
合
は
2
人
乗
り
は
止
め

ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
の
禁
止

　

自
転
車
は
道
路
交
通
法
で
軽
車
両

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
酒
を
飲

ん
で
自
転
車
を
運
転
す
る
こ
と
は
道

路
交
通
法
違
反
で
あ
り
、
危
険
な
行

為
で
す
。
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

子
ど
も
は
自
転
車
で
転
ん
だ
り
交

通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
、
頭
部
に
け

が
を
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

け
が
か
ら
頭
部
を
守
る
た
め
に
、
子

ど
も
に
自
転
車
を
運
転
さ
せ
る
と
き

や
保
護
者
な
ど
の
自
転
車
に
補
助
い

す
を
使
用
し
て
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る

と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

体
に
合
っ
た
自
転
車

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
必
ず
自
分

の
体
の
サ
イ
ズ
に
合
っ
た
自
転
車
に

乗
り
ま
し
ょ
う
。

①
ス
タ
ン
ド
を
は
ず
し
て
自
転
車
に

ま
た
が
っ
た
状
態
で
両
足
の
足
先
が

軽
く
地
面
に
着
く

②
①
の
姿
勢
の
ま
ま
両
手
で
ハ
ン
ド

ル
を
握
っ
た
と
き
上
半
身
が
少
し
前

に
傾
く

③
左
足
は
地
面
に
着
け
、
右
足
を
ペ

ダ
ル
に
乗
せ
た
状
態
（
膝
を
90
度
の

角
度
に
曲
げ
る
姿
勢
）
を
と
り
ハ
ン

ド
ル
を
左
右
に
き
っ
た
と
き
、
ハ
ン

ド
ル
が
右
足
に
ぶ
つ
か
ら
な
い

自
転
車
の
点
検

　

自
転
車
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め

に
、
乗
る
前
に
ブ
レ
ー
キ
・
タ
イ
ヤ
・

反
射
材
・
ハ
ン
ド
ル
・
チ
ェ
ー
ン
・

サ
ド
ル
・
ベ
ル
の
整
備
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
は
駐
輪
場
に

　

放
置
自
転
車
は
駅
前
広
場
や
歩
道

を
ふ
さ
ぎ
、
歩
行
者
な
ど
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
「
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
白
井

駅
、
西
白
井
駅
前
周
辺
を
「
自
転
車

等
放
置
禁
止
区
域
」
に
定
め
て
い
ま

す
。
放
置
禁
止
区
域
（
下
図
の
と

お
り
）
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転

車
・
原
動
機
付
自
転
車
や
、
駐
輪
場

内
に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転

車
な
ど
は
市
が
同
条
例
に
基
づ
き
撤

去
・
移
送
し
ま
す
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

な
ど
に
チ
ェ
ー
ン
で
つ
な
い
で
い
る

場
合
は
切
断
し
、
撤
去
・
移
送
し
ま

す
。
撤
去
し
た
自
転
車
の
所
有
者
は

撤
去
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
自
転
車
な
ど
は
必
ず
所
定
の

駐
輪
場
（
右
下
図
の
と
お
り
）
に
置

き
ま
し
ょ
う
。

駐
輪
場
使
用
上
の
注
意

　

駐
輪
場
を
使
用
す
る
時
は
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
な
ど
の
向
き
を
そ
ろ
え
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
か
ら
は
み
出
さ
な
い

よ
う
に
駐
輪
し
ま
し
ょ
う

○
満
車
時
は
ほ
か
の
空
い
て
い
る
駐

輪
場
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

○
盗
難
防
止
の
た
め
必
ず
施
錠
し
ま

し
ょ
う

○
長
期
間
置
く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

撤
去
自
転
車
の
返
還

　

自
転
車
な
ど
の
返
還
は
、
放
置
自

転
車
保
管
場
所
で
行
い
ま
す
。

保
管
場
所　

下
図
の
と
お
り
（
白
井

3
7
7
―
6

返
還
日
時　

毎
週
金
・
日
曜
日　

午

後
1
時
〜
4
時

※
金
曜
日
が
祝
日
の
場
合
や
年
末
年

始
（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）
を
除

き
ま
す
。

　

悪
天
候
な
ど
に
よ
り
返
還
業
務
を

休
業
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

必
要
な
物　

引
き
取
る
人
の
住
所
・

氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）、
印
鑑
、

自
転
車
な
ど
の
鍵
、
自
転
車
等
返
還

通
知
書
（
通
知
の
あ
っ
た
場
合
）

移
送
保
管
手
数
料　

自
転
車　

2
、

0
0
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車　

3
、

0
0
0
円

　

自
転
車
な
ど
の
返
還
時
に
手
渡
す

「
納
入
通
知
書
」
を
指
定
金
融
機
関

（
通
知
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

へ
持
参
し
、
支
払
い
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

盗
難
さ
れ
、
被
害
届
け
を
提
出
し

て
い
る
自
転
車
な
ど
が
、
被
害
届
け

提
出
後
に
撤
去
さ
れ
た
場
合
は
、
手

数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線
3
3
2
1
〜
3

歩行者・自転車専用の標識歩行者・自転車専用の標識

交差点では安全確認を交差点では安全確認を

　市では20人の交通指導員を4月30日に委嘱
しました。
　交通指導員は交通事故ゼロを目指して、市
が開催する交通安全教室や街頭指導などの交
通安全対策事業に協力し、交通ルールを守る
ことの大切さを指導・啓発活動をしています。
　委嘱した交通指導員は次の皆さんです。
交通指導員　　　　　　　　　　　（敬称略）
舟野勝男、西條善一、野本吉夫、伊藤歌子、
鈴木博、大森寿男、石井花央里、中村幸男、
逆井宗子、出浦幸雄、大塚修、中原聰、山﨑
弘道、吉﨑健一、露木恵美香、佐藤君子、福
田秀子、海老原一男、中村忠、大山康郎
■問　交通防災課交通防災班　内線3323

交通事故ゼロを目指して
～ 交 通 指 導 員 を 委 嘱 ～

Q　

築
20
年
の
戸
建
て
住
宅
に
住
ん

で
い
る
が
15
年
前
に
訪
問
販
売
業
者

に
「
床
下
換
気
扇
」
を
取
り
付
け
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
換
気
扇
を

取
り
付
け
た
業
者
は
倒
産
し
て
し

ま
っ
た
と
の
こ
と
で
、
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
請
け
負
っ
て
い
る
と
い

う
業
者
が
「
最
近
床
下
換
気
扇
で
発

火
事
故
が
あ
っ
た
の
で
無
料
点
検
さ

せ
て
欲
し
い
」
と
訪
問
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
実
は
本
当
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
・
主
婦
）

A　

扇
風
機
、
エ
ア
コ
ン
、
ハ
ロ
ゲ

ン
ヒ
ー
タ
ー
、
温
水
便
座
、
携
帯
電

話
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
家
電
製
品
で

発
火
事
故
が
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
「
床
下
換
気
扇
の
発
火
」

の
事
実
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

普
段
目
に
し
な
い
床
下
で
長
期
間
使

用
し
て
い
る
換
気
扇
に
「
発
火
事

故
」
と
聞
く
と
誰
も
が
不
安
に
な
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
消
費
者
の
不
安

に
付
け
込
ん
で
「
点
検
」
を
き
っ
か

け
に
新
た
な
契
約
に
結
び
つ
け
よ
う

と
す
る
業
者
が
い
る
よ
う
で
す
。
過

去
に
訪
問
販
売
で
「
床
下
換
気
扇
」

を
設
置
し
、
薬
剤
散
布
を
実
施
し
た

家
庭
を
「
無
料
点
検
」
と
称
し
て
集

中
的
に
訪
問
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。「
床
下
換
気
扇
」
は
電
気
製
品

で
す
か
ら
、
安
全
の
た
め
に
定
期
的

に
点
検
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

点
検
は
近
く
の
電
気
工
事
店
や
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
事
例
の
ほ
か
に
羽
毛
布
団
な

ど
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
こ
と
の
あ

る
人
は
、
業
者
の
手
元
に
名
簿
が

残
っ
て
い
る
の
で
「
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
」
と
称
し
て
訪
問
さ
れ
、
2
次

被
害
に
遭
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

訪
問
販
売
で
契
約
を
す
る
場
合
は

内
容
を
注
意
し
て
聞
き
、
不
必
要
な

契
約
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

訪

問

販

売

の

2

次

被

害
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ポ
ス
ト
1
0
0
人
会
議
と
し
て

2009-5

56

目
を
配
り
、
手
を
差
し
の
べ
る　

し
ろ
い
の
生
き
生
き
プ
ラ
ン

目
を
配
り
、
手
を
差
し
の
べ
る　

し
ろ
い
の
生
き
生
き
プ
ラ
ン

〜
第
〜
第
44
期
（
平
成

期
（
平
成
2121
〜〜
2323
年
度
）
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
〜

年
度
）
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
〜

　

今
期
の
計
画
は
市
民
が
必
要
と
し
て
い
る
介
護
支
援
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
と
と
も
に
、

来
る
べ
き
高
齢
社
会
を
皆
さ
ん
と
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
大
き
な
目
的
と
し

て
策
定
し
ま
し
た
。
市
・
地
域
・
市
民
が
力
を
合
わ
せ
て
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
を
共
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

計
画
の
体
系

　
「
地
域
で
支
え
る
高
齢
化
」
を
目

標
に
次
の
4
項
目
を
柱
に
計
画
を
立

て
ま
し
た
。

①
一
人
ひ
と
り
の
健
康
・
生
き
が
い

づ
く
り
【
介
護
予
防
の
推
進
】

●
介
護
予
防
意
識
の
形
成

　

介
護
予
防
に
関
す
る
基
本
的
な
知

識
や
、
生
活
に
取
り
込
み
や
す
い
情

報
の
提
供
な
ど
を
進
め
ま
す
。

主
な
事
業　
（
仮
称
）
介
護
予
防
手

帳
の
作
成
・
配
布

●
介
護
予
防
の
支
援

　

介
護
保
険
制
度
を
活
用
し
た
介
護

予
防
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、
介

護
予
防
に
効
果
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
と
連
携
し
て
介
護
予
防
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

主
な
事
業　

ま
す
ま
す
元
気
塾
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護
予
防

教
室
、（
仮
称
）
脳
い
き
い
き
教
室
、

（
仮
称
）
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
よ

る
認
知
症
予
防
教
室

②
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
の
支
援
【
介

護
な
ど
に
よ
る
日
常
生
活
の
支
援
】

●
居
宅
生
活
の
支
援

　

関
連
機
関
・
団
体
・
事
業
者
と
と

も
に
、
居
宅
の
要
支
援
・
要
介
護
高

齢
者
が
必
要
な
時
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
支
援
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

主
な
事
業　

軽
度
生
活
援
助
、
給
食

サ
ー
ビ
ス
、
紙
お
む
つ
等
給
付
、
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス

●
生
活
の
場
の
提
供
に
よ
る
支
援

　

既
存
の
施
設
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
や
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
住

み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
生
活
の
場
を
確
保
し
ま

す
。

施
設　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老

人
保
健
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

③
高
齢
期
の
暮
ら
し
を
支
え
る
地
域

づ
く
り
【
日
常
生
活
圏
で
の
支
援
体

制
づ
く
り
】

●
地
域
に
密
着
し
た
支
援
体
制
の
確

立
　

市
民
・
高
齢
者
の
地
域
で
の
交
流
・

参
加
を
促
進
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
地

域
で
の
見
守
り
・
支
え
合
い
活
動
を

は
ぐ
く
み
ま
す
。

主
な
事
業　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与
、
地
域
高

齢
者
見
守
り
活
動
の
支
援
）、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス

●
包
括
的
な
支
援
体
制
の
確
立

　

関
連
す
る
部
署
・
機
関
の
役
割
分

担
を
し
、
連
携
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

④
総
合
的
な
推
進
体
制
の
確
立
【
運

営
体
制
】

●
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
有
効
な
運

営
　

適
正
な
事
業
運
営
に
努
め
、
持
続

可
能
な
介
護
保
険
制
度
の
運
営
を
進

め
ま
す
。

●
総
合
的
な
推
進
体
制
の
確
立

　

顔
の
見
え
る
関
係
の
中
で
支
援
体

制
づ
く
り
を
大
切
に
、
関
連
す
る
行

政
分
野
間
の
連
携
、
市
と
市
民
・
事

業
者
な
ど
が
協
働
す
る
取
り
組
み
を

強
化
し
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
の
介
護

保
険
料
の
決
定

　

介
護
保
険
制
度
は
介
護
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
時
に
個
人
の
負
担
が

少
な
く
て
済
む
よ
う
に
、
み
ん
な
で

保
険
料
を
負
担
す
る
公
的
な
「
社
会

保
険
制
度
」
の
一
つ
で
、
40
歳
以
上

65歳以上の人の第4期介護保険料

段階設定 対象者 保険料（年額）

第1段階
生活保護受給者・老齢福祉年金受給者（市
民税世帯非課税）

20,500円

第2段階
世帯全員が市民税非課税で、本人の公的年
金等収入と合計所得金額が80万円以下の人

25,100円

第3段階
世帯全員が市民税非課税で、第2段階以外
の人

29,600円

第4段階
本人が市民税非課税で、世帯の中に市民税
課税者がいる人

45,600円

特例
第4段階に該当する人で、本人の公的年金
等収入と合計所得金額が80万円以下の人

38,800円

第5段階
本人が市民税課税で、合計所得金額が125
万円未満の人

52,400円

第6段階
本人が市民税課税で、合計所得金額が125
万円以上200万円未満の人

57,000円

第7段階
本人が市民税課税で、合計所得金額が200
万円以上400万円未満の人

66,100円

第8段階
本人が市民税課税で、合計所得金額が400
万円以上600万円未満の人

73,000円

第9段階
本人が市民税課税で、合計所得金額が600
万円以上800万円未満の人

77,500円

第10段階
本人が市民税課税で、合計所得金額が800
万円以上の人

86,600円

の
す
べ
て
の
人
が
保
険
料
を
納
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
（
第
1
号
被
保
険
者
）

の
人
の
介
護
保
険
料
は
3
年
ご
と
に

見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
か

ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
基
準
額
は

第
3
期
と
同
額
の
年
額
4
5
、6
0

0
円
（
月
額
3
、8
0
0
円
）
に
据

え
置
き
、
課
税
状
況
の
違
い
な
ど
に

よ
る
段
階
設
定
は
「
10
段
階
」
と
し

ま
し
た
。

増
加
す
る
介
護
保
険
認

定
者

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
介

護
保
険
認
定
者
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

市
が
推
計
し
た
介
護
度
別
の
要
介

護
等
認
定
者
数
は
右
下
図
の
と
お
り

で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果

　

こ
の
第
4
期
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
計
画
策
定
に
当
た
り
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
た

結
果
、
5
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
内
容
を
精
査
し
た
結
果
、
今

後
の
施
策
展
開
の
参
考
と
さ
せ
て
い

い
た
だ
き
ま
す
。
い
た
だ
い
た
意
見

の
内
容
は
高
齢
者
福
祉
課
、
市
役
所

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

問　

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
3

6
年
間
の
報
告
書
を

市
長
へ

　

1
0
0
人
会
議
の
田
中
委
員
長

よ
り
「
白
井
市
1
0
0
人
会
議
環

境
美
化
6
年
間
の
考
動
」
と
題
し

た
報
告
書
を
3
月
30
日
に
横
山
市

長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。 

田
中
委
員

長
か
ら
「
6
年
間
の
苦
労
の
結
晶

が
盛
り
込
ま
れ
た
報
告
書
で
あ
り
、

中
身
を
熟
読
玩
味
の
上
、
今
後
の

市
政
に
お
役
立
て
頂
き
た
い
」
と

の
言
葉
の
後
歓
談
に
入
り
ま
し
た
。

市
長
か
ら
も
6
年
間
の
活
動
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
「
前
も
っ
て
読

ま
せ
て
頂
い
た
が
、
多
く
参
考
に

な
る
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

の
市
政
へ
反
映
す
る
」
と
の
力
強

い
言
葉
を
頂
き
し
ま
し
た
。

　

1
0
0
人
会
議
は
発
展
的
解
散清掃作業をする委員清掃作業をする委員 報告書を市長へ手渡す田中委員長報告書を市長へ手渡す田中委員長

を
し
、
ア
ダ
プ
ト
5ご
み
ぜ
ろ
3
0
ク
ラ
ブ

へ
と
な
る
こ
と
を
報
告
し
て
面
談

は
終
了
し
ま
し
た
。

ア
ダ
プ
ト
5
3
0
ク

ラ
ブ

　

ア
ダ
プ
ト
5
3
0
ク
ラ
ブ
は

1
0
0
人
会
議
が
生
ま
れ
変
わ
っ

た
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

す
。
市
で
5
番
目
の
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
登
録
し
ま
し

た
。
4
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
で

す
が
、
市
内
の
道
路
や
広
場
に
空

き
缶
・
瓶
、
そ
の
ほ
か
の
ご
み
な

ど
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
こ
と
を

願
い
、
花
植
え
や
雑
草
取
り
を
し

た
り
駅
前
公
共
灰
皿
の
清
掃
作
業

も
行
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ク
ラ
ブ

内
の
会
議
に
諮
り
、
メ
ン
バ
ー
の

承
諾
を
得
ま
す
。
作
業
以
外
に
懇

親
会
も
開
き
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
中
で
息
の
長
い
活
動
を
目
指
し

ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
へ
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

問　

市
民
参
加
推
進
課
1
0
0
人

会
議
事
務
局　

内
線
3
1
5
1

※
こ
の
記
事
を
も
っ
て
1
0
0
人

会
議
の
活
動
報
告
は
終
了
し
ま
す
。

愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

芝桜や花が沿道を飾ります芝桜や花が沿道を飾ります
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　昭和20年以前の戦争で旧日本赤十字社救護看護婦・旧陸海軍従軍看
護婦として戦地などに派遣され、戦時衛生勤務に従事した人（慰労給
付金受給者を除く）を対象に、労苦に報いるため内閣総理大臣名の書
状を贈呈しています。
請求期間　～平成23年3月31日
■問　総務省大臣官房総務課管理室
☎ 03（5253）5182・℻  03（5253）5190

　県・市老人クラブ連合会が主催する演芸会です。
日時　６月12日㈮　午前9時45分～
場所　文化会館大ホール
対象　一般　800人（申し込み順）
入場料　1,800円
※老人クラブ会員は地区老人クラブの会長に申し込んで
ください。
出演　原田直之（民謡ショー）、パーラー吉松（形態模写）、
澤孝子（浪曲）、ふじ健介（司会・漫談）
【会員募集】
　市老人クラブでは会員を募集しています。演芸会のほ
かにもさまざまな楽しい催しがあります。仲間づくりや
健康増進のための活動をしましょう。
■申・■問　市老人クラブ連合会事務局（市高齢者福祉課内）
☎（497）3484へ

　子育て中のお父さん、
お母さん、子どもと触
れ合いながら運動遊び
を一緒に楽しみましょ
う。
日時　30日㈯　午前10
時30分～ 11時50分
場所　西白井複合センターレクホール
対象　満１歳から就学前までの子とそ
の保護者（自由参加）　
講師　県スクールアドバイザー　佐野
裕子さん
■問　子育て支援センター「スマイル」
☎（491）8201

家
庭
教
育
講
座
「
チ
ェ

ン
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
＆
サ
ポ
ー
ト
」

〜
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
〜

　

学
校
や
幼
稚
園
な
ど
に
行
き
始
め

た
子
ど
も
の
様
子
が
最
近
お
か
し
い
、

そ
ん
な
子
ど
も
の
変
化
に
ど
う
接
す

れ
ば
い
い
の
か
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
へ
の
接
し
方
を
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
実
技
な
ど
の
体
験
学
習
を

中
心
に
学
ぶ
、
全
3
回
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る

思
い
を
仲
間
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

日
時
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

場
所　

中
央
公
民
館
別
館

対
象　

原
則
全
日
程
参
加
で
き
る
子

育
て
中
の
親　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

チェンジコミュニケーション＆サポート

日程 時間 内　容

6月11日㈭

午前10時～正午

ステップ1
話をすることで心安らぎ、解決の糸口が～効果的な話の聞き方～

6月25日㈭
ステップ２
色を使ってストレス発散～ぬり絵を使って心を癒す～

7月2日㈭
ステップ３
大切な家族に愛を伝える～思いが伝わる話し方～

スターキッズ・クラブ
日程 時間 内容

6月27日㈯ 午後5時～ 月
7月25日㈯ 午後3時～ 太陽
9月5日㈯ 午前10時30分～ 金星（模型作り）
10月17日㈯

午後5時～

木星
11月28日㈯ 月
1月16日㈯ 星（銀河）
2月6日㈯ 火星

ご
み
処
理
・
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
見
学

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
や
資
源

物
（
紙
類
・
布
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
類
）
は
ど
の
よ
う
に
処

理
さ
れ
て
い
る
の
か
皆
さ
ん
は
知
っ

て
い
ま
す
か
。
ご
み
の
分
別
、
リ
サ

イ
ク
ル
へ
の
関
心
を
よ
り
一
層
高
め

て
も
ら
う
た
め
、
処
理
施
設
の
見
学

会
を
開
催
し
ま
す
。「
出
し
方
に
よ
っ

て
生
ま
れ
変
わ
る
ご
み
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

6
月
15
日
㈪　

午
後
0
時
50

分
〜
午
後
4
時
30
分

集
合
・
解
散
場
所　

市
役
所

見
学
場
所　

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
印
西
市
）、
印
西
地
区
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
印
旛
村
）、

㈱
佐
久
間
白
井
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
（
白
井
市
）

対
象　

一
般　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

市内指定相談支援事業所

事業所 相談日時 対象 住所 電話 FAX

座ぐり
（NPO法人障害児・
者サポートしろい）

月～金曜日
午前9時～午後5時

身体障害者・
知的障害者・
障害児・
精神障害者

白井市根
200-37

（402）
4844

（492）
7823

※緊急の場合は時間外でも電話で相談を受けます。
　年末年始、夏期休業日、祝日は休所です。

市外指定相談支援事業所
事業所 相談日時 対象 住所 電話 FAX

成田地域生活支援
センター（医療法
人社団聖母会）

水曜日を除く毎日
午前9時～午後7時
（土曜日は午後5時
まで、日曜日・祝
日は午後4時まで）

精神障害者
成田市本
三里塚
226―1

0476
（35）
7771

0476
（40）
4182

※年末年始は休所です。

　市では障害のある人や家族などへ相談支援をしています。市窓口相
談のほか、下表の指定相談支援事業所に相談業務を委託しています。
専任の職員が地域での生活相談を受け、福祉サービスの紹介・支援を
行います。相談料は無料です。事前に指定相談事業所に連絡をして相
談してください。
■問　社会福祉課障害福祉班　☎（497）3483

　～市障害者相談支援事業～　～市障害者相談支援事業～　
無料で相談を受け付けています無料で相談を受け付けています

旧日本赤十字社救護看護婦・旧陸海軍従軍看護婦の皆さんへ旧日本赤十字社救護看護婦・旧陸海軍従軍看護婦の皆さんへ

申
・
問　

5
月
29
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
環
境
課

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班　

内
線

3
2
7
4
へ

あ
か
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　

お
も
ち
ゃ
の
製
作
、
初
期
離
乳
食

の
紹
介
、
絵
本
の
紹
介
な
ど
を
行
い

ま
す
。
マ
マ
の
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
、

気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

22
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午
（
午
前
の
部
）、
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
（
午
後
の
部
）

場
所　

ド
リ
ー
ム
＊
ポ
ケ
ッ
ト
（
は

な
ぶ
さ
保
育
園
内
）

対
象　

市
内
在
住
1
歳
未
満
の
子
と

そ
の
マ
マ　

各
部
5
組
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物　

赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
ト
（
バ
ス

タ
オ
ル
な
ど
）、
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、

子
ど
も
用
ス
プ
ー
ン

参
加
費　

無
料

申
・
問　

本
日
午
前
9
時
か
ら
子
育

て
ひ
ろ
ば
ド
リ
ー
ム
＊
ポ
ケ
ッ
ト
☎

（
4
9
7
）
7
8
7
2
へ

ふれあい運動あそびなのはなシニア千葉特選演芸会

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
申
込
時
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

講
師　

親
業
訓
練
協
会
シ
ニ
ア
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

富
澤
裕
子
さ
ん

参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問　

6
月
5
日
㈮
ま
で
に
電
話
、

E
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
班　

内
線
3
4
3
3
・

sy
ou
g
ai-g
ak
u
sy
u
u
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

ス
タ
ー
・
キ
ッ
ズ
・
ク
ラ
ブ

　

望
遠
鏡
で
星
を
見
た
り
、
実
験
を

し
ま
す
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
ガ

リ
レ
オ
が
見
た
星
」
で
す
。

日
時
・
内
容　

左
表
の
と
お
り
（
各

回
約
90
分
間
）

場
所　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム
、

文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
な
ど

対
象　

全
日
程
参
加
で
き
る
小
学
4

〜
6
年
生　

25
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

年
間
5
0
0
円

申
・
問　

6
月
7
日
㈰
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
名
前
（
ふ
り
が
な
）    

・
学

校
名
・
学
年
・
郵
便
番
号
･
住
所
･

電
話
番
号
（
あ
れ
ば
フ
ァ
ク
ス
番
号
）

  

・ 

保
護
者
の
名
前
を
記
入
の
上
、
郵

送
す
る
か
未
使
用
の
は
が
き
を
持
参

の
上
、
直
接
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎

（
4
9
2
）
1
1
2
5
へ

　テレビなどで報道されているとおり、メキシコやアメリカなどで感
染が確認されている新型インフルエンザの状況は刻々と変わっていま
す。
　市では国や県の対応など広く情報収集を行い、皆さんの健康への被
害が最小限になるよう対応に努めています。
　正しい情報に基づいた冷静な対応をお願いいたします。
【新型インフルエンザに関する問い合わせ】
　厚生労働省・県庁・各保健所では内容に応じて下表のとおり相談を
受け付けています。
【メキシコやアメリカなどから帰国後に発熱したら】
　メキシコやアメリカなどから帰国後10日以内に発熱・せきなどの通
常のインフルエンザと同じような症状がある人は、医療機関には受診
せず、保健所に相談してその指示に従ってください。
印旛健康福祉センター（印旛保健所）☎043（483）1133
※休日・夜間も対応しています。
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

相談連絡先
相談内容 担当課 電話番号

健康相談などに関すること

厚生労働省電話相談窓口 03（3501）9031
印旛健康福祉センター (印旛保健所) 043（483）1133
県庁疾病対策課 043（223）2665
県庁健康福祉政策課 043（223）2675

豚肉の安全に関すること 県庁衛生指導課 043（223）2626

豚（家畜）に関すること
県庁畜産課 043（223）2938
北部家畜保健衛生所 0478（54）1291

新型インフルエンザ対策新型インフルエンザ対策

2009.5.155
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3
月
・
4
月
号
に
続
き
、
今
回

も
四
国
88
カ
所
巡
り
を
写
し
た
大

師
巡
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

平
塚
地
区
で
は
4
月
号
で
紹
介

し
た
東
葛
印
旛
大
師
講
が
終
わ
っ

た
翌
日
の
5
月
6
日
に
、
平
塚
村

大
師
を
行
い
ま
す
。
平
塚
村
大

師
は
明
治
33
年
（
1
8
9
9
）
に
、

平
塚
地
区
在
住
の
故
寺
田
治
兵
衛

さ
ん
が
四
国
88
カ
所
巡
礼
を
成
就

し
た
の
を
記
念
し
て
開
始
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的

は
家
内
安
全
・
五
穀
豊
穣
を
祈
願

す
る
も
の
で
す
。

　

平
塚
地
区
に
あ
る
寺
院
・
堂
・

神
社
・
氏
神
や
、
各
家
で
祭
ら

れ
た
弘
法
大
師
像
な
ど
88
カ
所
に
、

四
国
88
カ
所
巡
り
の
そ
れ
ぞ
れ
の

札
所
が
当
て
は
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
札
所
に
は
札
所
番
号
や
対
応
す

る
寺
院
名
の
書
か
れ
た
標
石
や
、

弘
法
大
師
の
石
像
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

平
塚
村
大
師
は
1
番
札
所
の
あ

る
延
命
寺
を
出
発
点
と
し
、
時
計

回
り
に
、
平
塚
地
区
の
字
本
郷
・

中
台
・
榎
台
・
小
森
を
巡
拝
し
た

後
、
手
賀
沼
沿
い
の
カ
ン
ナ
街
道

を
抜
け
て
船
戸
に
至
り
、
市
キ
ャ

ン
プ
場
の
前
を
抜
け
て
、
最
後
に

88
番
札
所
の
延
命
寺
に
戻
り
、
結

願
と
な
り
ま
す
。

　

総
延
長
約
11
㌔
㍍
を
午
前
9
時

か
ら
休
憩
・
昼
食
を
挟
み
な
が

ら
約
7
時
間
掛
け
て
巡
拝
し
ま
す
。

順
路
は
必
ず
し
も
番
号
ど
お
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
順
番
ど
お

り
に
歩
く
と
し
た
ら
、
総
延
長
約

61
㌔
㍍
に
達
し
ま
す
。

　

巡
拝
は
延
命
寺
の
住
職
を
先
達

に
、
平
塚
村
大
師
組
合
の
組
合
員

が
白
装
束
を
ま
と
い
「
南
無
大
師

遍
照
金
剛
」
と
書
か
れ
た
白
色
や

紺
色
の
旗
を
持
ち
、
ほ
ら
貝
を
吹

き
鳴
ら
し
な
が
ら
進
み
ま
す
。
各

札
所
で
は
光
明
真
言
（
梵
語
で
大

日
如
来
を
称
え
る
文
言
）
を
唱
え
、

延
命
寺
や
持
仏
堂
の
あ
っ
た
3
カ

所
の
集
会
所
と
蔵
王
権
現
で
は
般

若
心
経
を
唱
え
ま
す
。

※
平
塚
村
大
師
の
各
札
所
の
詳
細

は
「
白
井
町
石
造
物
調
査
報
告
書

―
第
四
集
―
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

体
育
指
導
委
員
を
委
嘱

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
普
及
・
振
興
の
た
め
、
4
月

13
日
に
16
人
の
体
育
指
導
委
員
を
委

嘱
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら

23
年
3
月
31
日
ま
で
の
2
年
で
委
員

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

委
員　

田
口
時
義
、
張
貝
正
夫
、
石

﨑
忠
和
、
河
本
静
枝
、
坂
野
陽
子
、

森
本
明
美
、
上
條
明
美
、
鶴
岡
忠
幸
、

川
上
美
津
子
、
山
本
久
男
、
川
上
美

則
、
伊
東
政
信
、
朝
倉
恵
美
子
、
小

圷
吉
美
、
坂
本
弘
之
、
髙
橋
幸
男

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

　

総
合
体
育
大
会
の
開
催
に
当
た
り

「
開
会
式
」
が
4
月
4
日
、
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
永
年
に
わ
た
り
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
昨
年
度
市
を
代

表
し
て
活
躍
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
に

対
し
、
体
育
協
会
が
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
功
労
賞
】　

　

中
原
聡
（
卓
球
）

　

酒
巻
隆
夫
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　

青
山
法
子
（
陸
上
）

【
優
秀
選
手
賞
】

　

涌
井
真
耶
（
テ
ニ
ス
）

　

利
根
川
亘
（
卓
球
）

　

富
田
登
喜
子
（
テ
ニ
ス
）

　

林
雄
一
（
陸
上
）

　

テ
ニ
ス
女
子
チ
ー
ム

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

白井高等学校開放講座「自然に親しむ」

日程 時間 内容
8月29日㈯

午前9時
～午後1時

開校式、講座の説明
10月3日㈯ 木材加工Ⅰ（いすなどの作成）
10月17日㈯ 木材加工Ⅱ（いすなどの作成）
11月7日㈯ まき作りⅠ
11月8日㈰ まき作りⅡ
12月12日㈯ 薫製作りⅠ
12月19日㈯ 薫製作りⅡ、閉校式

　今年もいすなどさまざま
なものを作ります。
日時　下表のとおり（全7回）
場所　県立白井高等学校ほ
か
対象　一般　30人（申し込み
順）
講師　出縄光二教諭
参加費　6,000円（材料費込み）
申・ 問　電話で白井高等学
校☎（491）1511・ http://
www.chiba-c.ed.jp/shiroi-h/
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

総
合
体

総
合
体
育
大
会

育
大
会
がが
始
ま
始
ま
り
ま
し
た

り
ま
し
た

今
年
も

古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る
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平

塚

村

大

師

11番札所の標石（延命寺）番札所の標石（延命寺）

先達と巡拝者たち先達と巡拝者たちほら貝を吹く人ほら貝を吹く人

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
に
市
体
育
協
会
加
盟
団
体
に

よ
る
各
競
技
大
会
が
4
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

  教育ローン利用者に
  利子の一部を補助

　市では国の教育ローンなどを利用し
て金融機関から教育資金の融資を受け
ている人に、返済利子の一部を補助し
ています。利用を希望する人はお問い
合わせください。
対象　次の①から④のすべてに該当す
る人またはその家族
①高等学校、大学、高等専門学校、専
修学校に入学予定・在学している人
②市内に住所を有する人
③市税を完納している人
④日本政策金融公庫および千葉銀行・
千葉興業銀行・京葉銀行・千葉信用金
庫の各白井支店で教育資金の融資を受
けている人
交付期間　在学期間中
申・問　教育総務課総務班　内線3415へ

福祉センター開館福祉センター開館2020周年記念周年記念イベントイベント
日時　6月6日㈯　午前10時45分～午後3時
対象　一般（自由参加）
内容　元フジテレビアナウンサー露木茂さんによる特別講
演会、おしゃべり、健康マジックショー、ポニーの試乗、
模擬店
問　福祉センター☎（492）2022

白井高等学校開放講座白井高等学校開放講座
「自然に親しむ」「自然に親しむ」

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

総合体育大会開会式

スポーツフェスタスポーツフェスタでで体力測定体力測定をを担当する担当する体育指導委員体育指導委員

◆
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

東
京
電
機
大
学
で
は
米
国
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。
希
望
者
に
は
申
込
書

を
送
り
ま
す
。

日
程　

9
月
10
日
㈭
〜
12
月
24
日
㈭

の
約
4
カ
月
間
を
予
定
（
2
カ
月
も

可
） 

。
対
象　

異
文
化
理
解
、
英
会

話
に
関
心
が
あ
り
、
大
学
へ
徒
歩
か

自
転
車
通
学
可
能
な
地
区
で
、
1
室

と
1
日
2
食
の
提
供
が
可
能
な
家
庭

謝
礼　

月
5
万
円

申
・
問　

6
月
5
日
㈮
ま
で
に
東
京

電
機
大
学
情
報
環
境
学
部
事
務
部
☎

0
4
7
6
（
4
6
）
4
1
1
1
（
平

日
の
み
）
へ

◆
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
見
学
会

日
時　

6
月
2
日
㈫
・
3
日
㈬　

午

前
9
時
20
分
〜
11
時
50
分　

場
所　

我
孫
子
特
別
支
援
学
校
（
我
孫
子
市
）

対
象　

地
域
の
特
別
支
援
教
育
に
関

心
の
あ
る
人
、
市
内
在
住
で
本
校
に

就
学
希
望
の
あ
る
人
と
そ
の
保
護
者
、

教
育
関
係
者
、
福
祉
関
係
者
、
保
健

関
係
者
な
ど　

※
当
日
に
教
育
相
談
や
就
学
相
談
を

希
望
さ
れ
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
・
問　

牧
野
☎
0
4
（
7
1
8
7
）

0
8
3
1
へ

◆
電
波
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

総
務
省
で
は
6
月
1
日
か
ら
10
日

ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間
」
と
し
て
、
電
波
を

正
し
く
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
周

知
活
動
や
不
法
無
線
局
の
取
り
締
り

を
強
化
し
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
や

安
全
に
必
要
な
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
放

送
、
携
帯
電
話
、
警
察
、
消
防
、
救

急
用
無
線
な
ど
の
電
波
利
用
を
保
護

し
、　

安
全
で
豊
か
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

問　

関
東
総
合
通
信
局　

不
法
無

線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害
☎
0
3

（
6
2
3
8
）
1
9
3
9
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
☎
0
3

（
6
2
3
8
）
1
9
4
5
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談
☎
0
3

（
6
2
3
8
）
1
9
4
4

◆
ホ
オ
ジ
ロ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

新
緑
を
楽
し
み
な
が
ら
、
市
の
鳥

ホ
オ
ジ
ロ
を
一
緒
に
探
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

23
日
㈯　

午
前
9
時
〜　

場

所　

市
役
所  

対
象　

一
般
（
自
由

参
加
）　

持
ち
物　

双
眼
鏡
、
飲
み

物
な
ど

申
・
問　

参
加
人
数
と
連
絡
先
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
で
北
総
生
き
も

の
研
究
会　

寺
園
☎
・
℻  （
4
9
1
）

7
5
9
5
へ

◆
故
伊
藤
和
也
さ
ん　

追
悼
写
真
展
・

講
演
会

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
緑
の
大
地
を

取
り
戻
す
た
め
に
、
現
地
の
人
た
ち

と
と
も
に
懸
命
に
働
い
て
き
た
、
故

伊
藤
和
也
さ
ん
を
弔
い
、
講
演
会
と

写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

【
写
真
展
「
ア
フ
ガ
ン
に
み
ど
り
の

大
地
を
」】

　

伊
藤
和
也
さ
ん
の
足
跡
を
た
ど
る

写
真
と
、
現
地
の
人
た
ち
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
何
よ
り
の
証
で
も
あ
る
ア

フ
ガ
ン
の
子
ど
も
た
ち
の
写
真
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

26
日
㈫
〜
31
日
㈰　

午
前
10

時
〜
午
後
6
時
（
初
日
は
午
後
1
時

よ
り
、
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

場
所　

松
戸
市
文
化
ホ
ー
ル　

入
場

料　

無
料

【講
演
会
「
ア
フ
ガ
ン
人
の
生
命
に

向
き
合
っ
た
活
動
の
24
年　

そ
し
て
、

こ
の
1
年
は
」】

日
時　

6
月
2
日
㈫　

午
後
6
時
30

分
〜　

場
所　

船
橋
市
勤
労
市
民
セ

ン
タ
ー　

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

講
師　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会　

福
元
満

治
事
務
局
長　

資
料
代　

一
般　

1
、

0
0
0
円　

高
校
生　

5
0
0
円

申
・
問　

相
川
℻  （
4
9
7
）
1
1

4
5
へ

まき割り



2009.5.157

福
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会

日
時　

28
日
㈭　

午
前
の
部　

午
前

11
時
〜
、　

午
後
の
部　

午
後
1
時

〜※
雨
天
の
場
合
は
29
日
㈮
に
延
期
。

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上　

各
部

20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

無
料

申　

23
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

福
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

講
習
会

　

楽
し
み
な
が
ら
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
の
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
時　

6
月
10
日
㈬
・
17
日
㈬
・
22

日
㈪
、
7
月
1
日
㈬
・
8
日
㈬　

午

前
10
時
〜
正
午

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
（
申
し

込
み
順
）　

参
加
費　

無
料

申　

6
月
2
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集
・

伝

言

板

駅
母
親
く
ら
ぶ

　

制
作
や
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
楽

し
く
子
育
て
を
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

日
時　

29
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象　

子
育
て
中
の
マ
マ
お
よ
び
地

域
の
マ
マ　

16
組
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

22
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

高

齢

者

　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

　　公パパ、ママのための
　　　　　乳幼児救急救命法
　子どもの「いざ！」という
時に役立つ救命法を学びます。
日時　6月6日㈯　午前9時30
分～午後0時30分
対象　乳幼児の保護者　30人
（申し込み順）
保育　あり（飲み物、おやつ
を持参ください）
※修了者には「救命講習修了証」を交付します。
申　電話か直接公民センターへ

福カラオケ発表会
　舞台でカラオケを楽し
みましょう。
日時　6月18日㈭　午後0
時30分～ 3時
対象　市内在住おおむね
60歳以上　30人（申し込
み順）
参加費　無料
申　6月15日㈪までに電話
か直接福祉センターへ

公親子で楽しくあそびましょう
【アジサイとカタツ
ムリを作ろう】
　手指をいっぱい
使って、アジサイ
とカタツムリのち
ぎり絵を制作しま
す。
日時　6月9日 ㈫　
午前10時30分～ 11
時30分
対象　乳幼児とその保護者　20組（先着順）　
【歯科相談】
　歯科衛生士による歯科相談が受けられます。
日時　6月23日㈫　午前10時30分～ 11時30分
対象　乳幼児とその保護者　20組（先着順）

分
〜
11
時
30
分
（
受
け
付
け　

午
前

10
時
〜
）　

場
所　

県
立
手
賀
の

丘
少
年
自
然
の
家　

対
象　

一
般

1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）　

参
加

費　

無
料

【
②
I
T
中
級
講
座
（
第
1
・
2
回
）
】

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
程　

第
1
回　

6
月
17
日
㈬
・
18

日
㈭　

第
2
回　

6
月
23
日
㈫
・
24

日
㈬　

時
間　

午
前
9
時
〜
正
午　

場
所　

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家　

対
象　

あ
る
程
度
の
パ
ソ
コ
ン

操
作
経
験
が
あ
る
高
校
生
以
上　

各

回
15
人
（
申
し
込
み
順
）　

内
容　

第
1
回　

ワ
ー
ド
で
「
お
知
ら
せ
」

作
り　

第
2
回　

ワ
ー
ド
で
「
レ

タ
ー
セ
ッ
ト
」
作
り　

参
加
費　

各

回
1
、
0
0
0
円

申
・
問　

①
は
本
日
、
②
は
5
月
17

日
㈰
午
前
9
時
か
ら
県
立
手
賀
の
丘

少
年
自
然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）

1
9
2
3
へ

◆
家
庭
倫
理
講
演
会

　
「
家
庭
を
よ
く
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

6
月
7
日
㈰　

午
後
2
時
〜

3
時
40
分　

場
所　

市
文
化
会
館
中

ホ
ー
ル　

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

講
師　

倫
理
研
究
所　

川
口
裕
司
さ

ん　

参
加
費　

1
、0
0
0
円

問　

家
庭
倫
理
の
会　

大
熊
☎
（
4

4
4
）
0
7
3
6

◆
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ　

山
下
洋
輔
＆
和

太
鼓　

林
英
哲　

響
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

6
月
6
日
㈯　

午
後
6
時

30
分
〜
（
開
場　

午
後
5
時
45
分

〜
）
場
所　

松
戸
・
森
の
ホ
ー

ル
21
大
ホ
ー
ル　

入
場
料　

ｓ
席

6
、
0
0
0
円
、
A
席
5
、
0
0
0

円
、
B
席
4
、
0
0
0
円
、
C
席
3
、

0
0
0
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

申
・
問　

草
原
の
会　

衣
川
☎
0
4

（
7
1
4
5
）
6
8
9
1
へ

◆
親
子
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
遊
ぼ
う

　

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ど
ん
ぐ

り
」
と
歌
や
ゲ
ー
ム
で
一
緒
に
遊
び

ま
し
ょ
う
。

日
時　

5
月
18
日
㈪
・
6
月
15
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

対
象　

未
就

学
児
と
そ
の
家
族　

50
人
（
先
着
順
）

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
2
）
5
7
1
6

◆
は
ぁ
ー
つ

　

マ
マ
さ
ん
た
ち
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
中
心
に
、
親
子
体
操
や

手
遊
び
を
取
り
入
れ
な
が
ら
楽
し
く

遊
び
ま
す
。
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

毎
月
第
4
火
曜
日　

午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
所　

西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー　

対
象　

未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参
加
）

問　

河
合
（
4
9
1
）
4
1
0
0

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

日
時　

30
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4

時
（
予
約
不
要
）
場
所　

船
橋
市
勤

労
市
民
セ
ン
タ
ー　

対
応
者　

弁
護

士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
ほ
か　

相
談
料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
習
字
サ
ー
ク
ル

　

の
し
袋
な
ど
の
表
書
き
、
年
賀
状
、

礼
状
な
ど
毛
筆
や
筆
ペ
ン
で
基
本
か

ら
実
用
ま
で
の
実
用
書
道
コ
ー
ス
と

書
道
師
範
取
得
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

金
曜
日
（
月
2
回
）　

午
後

2
時
〜
4
時　

場
所　

白
井
駅
前
セ

ン
タ
ー　

月
会
費　

3
、
0
0
0
円

問　

佐
々
木
☎
（
4
9
1
）
0
6
9

5◆
書
道
サ
ー
ク
ル

　
「
写
経
を
す
る
こ
と
」、
う
ま
い
下

手
を
越
え
、
無
心
に
書
き
写
す
と
い

う
心
豊
か
な
時
間
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　

土
曜
日
（
月
2
回
）　

午
前

10
時
〜
正
午　

場
所　

白
井
駅
前
セ

ン
タ
ー　

月
会
費　

3
、
0
0
0
円

問　

佐
々
木
☎
（
4
9
1
）
0
6
9

5◆
洋
画
教
室
リ
ヨ
ン

　

油
絵
、
水
彩
、
デ
ッ
サ
ン
と
描
き

た
い
も
の
を
講
師
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
制
作
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

人
も
大
歓
迎
で
す
。
一
緒
に
絵
を
描

く
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日　

午

後
1
時
〜
4
時　

場
所　

福
祉
セ
ン

タ
ー　

年
会
費　

2
、
4
0
0
円
程

度問　

中
原
☎
（
4
9
1
）
3
7
8
5

◆
読
書
サ
ー
ク
ル
す
ば
る

　

月
1
冊
同
じ
本
を
読
み
、
感
想
や

作
品
を
通
し
て
人
生
や
社
会
に
つ

い
て
語
り
合
う
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、

視
野
を
広
げ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
仲
間
を
待
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
2
水
曜
日　

午
前
10

時
〜
正
午　

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

研
修
室　

年
会
費　

1
、
2
0
0
円

問　

倉
田
☎
（
4
9
2
）
1
6
2
5

◆
ミ
ル
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　

競
技
選
手
を
目
指
す
人
を
募
集
し

ま
す
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

午
後
7
時
〜

8
時
45
分　

場
所　

冨
士
セ
ン
タ
ー

月
会
費　

1
、
0
0
0
円

※
上
級
者
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
も
あ
り
ま
す
。

問　

田
川
☎
（
4
9
2
）
0
9
1
9

◆
郷
土
史
の
会

　

白
井
の
歴
史
を
見
詰
め
直
し
、
語

り
伝
え
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
月
7
日
（
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午　

場
所　

市
内
各
セ
ン
タ
ー
、

市
内
散
策

※
そ
の
都
度
決
ま
り
ま
す
。

年
会
費　

5
、
0
0
0
円
（
機
関
紙

た
い
わ
2
冊
含
む
）

問　

小
木
曽
☎
（
4
9
1
）
1
9
7

9

◆
ポ
ピ
ー
の
会

　

認
知
症
介
護
の
悩
み
を
い
ろ
い
ろ

話
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
こ
と
で
気

持
ち
も
楽
に
な
り
ま
す
。
一
緒
に
お

茶
も
飲
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

毎
月
第
2
木
曜
日　

午
後
1

時
〜
3
時　

場
所　

七
次
台
地
区
社

会
協
議
会
事
務
所
（
清
水
口
小
学
校

体
育
館
脇
）　

対
象　

認
知
症
の
家

族
を
介
護
し
て
い
る
人
（
自
由
参
加
）

参
加
費　

無
料

問　

小
澤
☎
（
4
9
1
）
5
7
0
9

◆
ぽ
れ
ぽ
れ
市
民
講
座
「
ス
ト
レ
ス

社
会
と
心
の
健
康
」

　

   「
定
年
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
を

テ
ー
マ
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

6
月
7
日
㈰　

午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　

場
所　

市
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー　

講
師　

臨
床
心
理
士

ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
士　

参
加
費

5
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問　

N
P
O
法
人
ぽ
れ
ぽ
れ
・

ち
ば　

朝
日
☎
・
℻  （
4
9
2
）
5

8
6
5
へ

◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園

【①
バ
ラ
の
花
後
の
手
入
れ
講
習
会
】

日
時　

6
月
13
日
㈯　

午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　

対
象　

一
般　

40

人
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費　

無

料【②
さ
し
木
（
芽
）
の
講
習
会
】

日
時　

6
月
30
日
㈫　

午
前
10
時
〜

正
午　

対
象　

一
般　

24
人
（
申
し

込
み
順
）　 

参
加
費　

2
0
0
円

申
・
問　

①
は
本
日
、
②
は
5
月
30

日
㈯
か
ら
県
立
花
の
丘
公
園
管
理
事

務
所
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3

1
・
℻  0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3

2
へ

◆
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

【
①
み
ん
な
お
い
で
よ
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
】

  

季
節
の
星
空
や
星
座
の
物
語
を
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い

に
投
映
し
ま
す
。

日
時　

6
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
30

カラオケを楽しみましょう

グラウンドゴルフ
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子
ど
も
が
元
気
、
地
域

の
み
ん
な
も
元
気

　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
特
徴

は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
の

誰
も
が
参
加
で
き
る
こ
と
で
す
。
会

員
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

誰
で
も
が
開
催
さ
れ
て
い
る
種
目
に

参
加
で
き
ま
す
。
特
に
小
学
生
以
下

の
子
に
と
っ
て
、
運
動
・
遊
び
の
中

か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
大
変
大
き
く
、

8
歳
ご
ろ
ま
で
の
子
に
は
神
経
系
の

発
達
に
大
変
重
要
で
す
。
ク
ラ
ブ
で

の
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
、
親
以
外
の

大
人
と
の
交
わ
り
は
社
会
性
を
身
に

付
け
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

学
校
・
P
T
A
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
教
育
力
も
育
っ
て
い
き
ま
す
。
実

際
に
参
加
し
て
い
る
会
員
か
ら
は
次

の
よ
う
な
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

◆
会
員
の
声

子
ど
も
か
ら
…
「
コ
ー
チ
だ
け
で
な

く
、
友
達
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

も
教
え
て
く
れ
る
」「
大
人
と
ゲ
ー

ム
が
で
き
た
」「
新
し
い
友
達
が
で

き
た
」「
道
で
ク
ラ
ブ
の
お
じ
さ
ん

に
会
い
『
こ
ん
に
ち
は
、
元
気
か
』

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
」「
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
や
テ
ニ
ス
も
で
き
て
、
遊
び
も

で
き
る
か
ら
楽
し
い
」

大
人
か
ら
…
「
子
ど
も
か
ら
『
あ
っ
、

O
N
S
C
の
お
じ
さ
ん
だ
』
と
声
を

掛
け
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
子

ど
も
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。

子
ど
も
と
練
習
を
す
る
と
孫
と
や
っ

て
い
る
み
た
い
で
楽
し
い
」

　

い
ろ
い
ろ
な
種
目
で
こ
の
よ
う
な

声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
家
族
で
参
加
し
て
、
地
域

に
新
し
い
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん

か
。
子
ど
も
と
一
緒
に
、
地
域
の
み

ん
な
も
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4
、
桜
台
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
桜
台
中
学
校
区
）
会
長
☎

（
4
9
1
）
7
7
5
7
、
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
な
み
（
南
山

中
学
校
区
）
会
長
☎
（
4
9
1
）

8
7
0
4
、
O
N
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
大
山
口
・
七
次
台
中
学
校
区
）
会

長
☎
（
4
9
1
）
5
2
3
6

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ン
ク
集
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　アダプト530（ゴミゼロ）クラブはわ
ずか8人で4月にスタートしたばかりで
す。アダプトプログラムの普及促進を進
めてきた市100人会議のメンバーの一部が
会議の終了を機に、これからも「市民が
育てるきれいなまちつくりたい」を目指
し、実践活動の継続と拡張を目的に集ま
りました。当面は毎月第２・４土曜日に
白井停車場線沿線花壇の花植えや雑草取
り、白井駅周辺の公共灰皿の清掃管理を
行います。信号のある車道沿線や植え込
み内、通勤通学路周辺広場などにたばこ
の吸い殻や空き缶・空き瓶のポイ捨てが
されないようにしたいと願って行ってい
るものです。きれいにすることでポイ捨
てがしづらくなります。ぜひ一緒に美し
い白井にしませんか。参加者が増えれば、
さらに展開したい事業（作業）や地域拡
張などを相談したいと思っています。皆
さんの参加をお待ちしています。
　田中☎（491）1345

熱
燗
に
酔
う
て
ナ
ツ
メ
ロ
他
知
ら
ず

鶯
や
時
代
変
ら
ず
楽
し
ま
す

上
着
ぬ
ぎ
宴
ヒ
ラ
ヒ
ラ
花
月
夜

沿
線
の
北
総
台
地
花
満
つ
る

尾
を
打
っ
て
子
を
呼
ぶ
日
和
春
の
鵙

寒
茜
黒
富
士
し
か
と
浮
き
残
る

觀
覧
車
春
の
愁
い
を
空
に
撒
く

暮
ら
し
向
き
今
も
変
ら
ず
蓬
餅

桜
鯛
捌
け
ば
散
り
ぬ
花
の
色

旅
行
ば
一
期
一
会
の
茶
を
呼
ば
れ

梨
畑
が
哀
れ
荒
れ
行
く
茗
荷
竹

菜
の
花
や
小
雨
に
ぬ
れ
る
花
舗
の
ま
ど

花
の
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
郵
便
局
に
在
り

花
の
中
打
ち
寄
せ
来
た
る
遠
汽
笛

春
の
色
古
着
通
り
に
群
れ
る
娘こ

ら

藤
の
咲
く
病
舎
を
後
に
退
院
す

大
ザ
ク
ラ
急
い
て
歩
い
て
知
る
蕾

　
　
　

ド
ウ
と
崩
れ
て
菜
の
花
が
綺
麗

金
婚
の
佳
き
日
寿
ぐ
両
陛
下

　
　
　

思
え
ば
遠
し
わ
が
家
も
同
じ

咲
き
誇
る
桜
や
連れ
ん
ぎ
ょ
う翹

抱
き
か
か
え

　
　
　

友
は
笑
み
つ
つ
我
に
届
け
ん

桜
咲
く
日
本
に
突
如
緊
迫
感

　
　
　

北
朝
鮮
の
飛
翔
体
ゆ
え
に

式
典
に
「
誓
い
の
言
葉
」
読
む
生
徒

　
　
　

鼻
濁
音
な
る
を
清
し
く
聞
け
り

チ
イ
チ
イ
と
今
年
生
ま
れ
の
子
雀
が

　
　
　

悩
め
る
吾
に
エ
ー
ル
を
送
る

冬
枯
れ
の
く
ぬ
ぎ
林
の
う
ち
続
く

　
　
　

那
須
高
原
に
風
花
の
舞
ふ

ぼ
っ
た
り
と
八
重
桜
咲
く
並
木
道

　
　
　

染
い
吉
野
は
葉
桜
と
な
り

母
堂
を
語
る
祖
師
の
法
話
は
母
偲
ぶ

　
　
　

七
十
路
我
に
ひ
び
く
優
し
さ

ま
た
一
つ
荷
を
下
し
た
る
心
地
し
て

　
　
　

確し

ん

こ

く

定
申
告
す
み
て
飲
む
茶
・
美
味
な
り

病
み
て
詠
む
歌
の
貧
し
と
思
ふ
吾

　
　
　

終つ
い

の
短
歌
の
手
帳
を
閉
じ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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み んみ ん な のな の ひ ろ ばひ ろ ば

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫 

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

池
の
上　
　

並
木　

五
流

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪

大
山
口　
　

寺
内
ひ
ろ
し

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純 

冨
士　
　
　

小
澤
喜
美
子

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

桜
台　
　
　

土
山　

勝
實

神
々
廻　
　

髙
橋
勲
次
郎

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ

池
の
上　
　

大
橋　
　

茂 

大
山
口　
　

上
坂　

千
昭

神
々
廻　
　

斎
藤
と
み
子

清
水
口　
　

柴
垣　

正
徳

七
次
台　
　

松
井　

寛
紅

池
の
上　
　

蝦
名　

幸
子

冨
士　
　
　

村
上
し
ず
子

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み

池
の
上　
　

関
根　

千
浪

桜
台　
　
　

木
下　

重
子

根　
　
　
　

印
南　

満
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　皆さんは大型連休
をどのように過ごし
ましたか。冨士ひろ
ばでは今年も大小合
わせて 300 匹のこ
いのぼりが掲げられ、
大型連休中の 4 日
「こいのぼり大会」
が開催されました。
　当日は風が強かっ
たのですが、そのお
かげでこいのぼりは

元気に青空を泳ぎ、その下ではしろい太鼓クラブ、鎌ケ谷市から来た笑
福踊り、白井ソーラン踊りなどの出し物や地区社会福祉協議会・婦人会・
地区ボランティアの皆さんなどによる出店が並び、老若男女たくさんの
人の笑顔が見られました。

■問

　来年はガールスカウトがイギリスで始まって
100年、日本に伝わって90年になります。それ
を記念して双子の人形「こころちゃん」と「み
らいちゃん」が、日本中のガールスカウトの子
どもたちを訪ねる旅を始めました。
　4月15日、みんなが心待ちにしていたこころ
ちゃんが白井市にやってきました。ガールスカ
ウト千葉県第63団の子どもたちは白井の自慢の
ナシ畑にこころちゃんを案内し、みんなで満開
の花を楽しみました。
　こころちゃんは日本中の子どもたちの元気な
笑顔とすてきな街の風景に出会いながら、来年
の秋、東京にゴールします。

ここころころちゃんちゃんががやってきたやってきた
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青青空を空を泳ぐ泳ぐこいのぼりこいのぼり

バドミントンに参加する子どもたち

子どもも大人もみんなでバドミントン

ナシ畑を訪れたこころちゃんとガールスカウトの子どもたち

芝桜に囲まれた中央分離帯花壇にチューリップなどを植えました

こいのぼりの下で出し物を観覧する皆さん


